
第184号 平成３０年１１月１５日（４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、質
疑
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

（お知らせ）次回の定例会号は、平成31年２月15日（金）発行予定です。

政

友

会
芝
田
　
裕
美

日

本

共

産

党
宮
城
　
登
美
子

市
民
平
和
ク
ラ
ブ
針
貝
　
和
幸

公

明

党
矢
崎
　
　
悟

○
議
案
第
４
号

問　

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
指
定
等
の
権
限
が
都
道
府
県
か

ら
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
ま
す
が
、

具
体
的
な
事
務
と
し
て
ど
の
程
度

が
想
定
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
本
人
や
家
族

の
要
望
を
伺
い
な
が
ら
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
や
見
直
し
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

や
施
設
等
と
の
連
携
調
整
な
ど
を

行
う
事
業
所
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
都
道
府
県
が
事
業
所

の
指
定
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
市
町
村
に
権
限
移
譲

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
県
か
ら
引

き
継
ぎ
を
受
け
た
事
業
者
数
は
、

休
止
中
２
事
業
者
を
含
む
41
事
業

者
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
新
規

の
事
業
者
の
指
定
や
指
定
済
み
の

事
業
者
の
更
新
、
変
更
の
手
続
、

指
導
監
査
等
の
業
務
な
ど
の
事
務

を
市
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
地
域
で
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
育
成
や

支
援
な
ど
の
対
応
も
行
い
ま
す
。

○
議
案
第
９
号

問　

五
本
松
小
学
校
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
状
況
と
今
回
新
た

に
建
設
す
る
に
至
っ
た
理
由
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

五
本
松
小
学
校
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
平
成
29
年
度
の
入
会

児
童
数
が
急
激
に
増
加
し
、
既
存

施
設
で
は
対
応
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
緊
急
的
な

○
議
案
第
３
号

問　

条
例
の
改
正
に
よ
り
、
待
機

児
童
対
策
を
推
進
し
て
い
く
上
で

期
待
さ
れ
る
効
果
を
伺
い
ま
す
。

答　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
連
携

施
設
の
う
ち
、
代
替
保
育
の
提
供

に
つ
い
て
は
一
定
の
要
件
を
満
た

し
た
上
で
小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型

事
業
者
な
ど
連
携
協
力
を
行
う
者

の
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
代
替
保
育
の

提
供
が
図
ら
れ
、
安
定
し
た
保
育

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
で
家
庭
的
保

育
事
業
所
等
の
保
育
士
が
病
気
な

ど
の
場
合
に
お
け
る
対
応
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

○
議
案
第
８
号

問　

鎌
ケ
谷
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
鎌
ケ
谷
市
一
般
会

計
及
び
４
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
の
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総　

括
〉

問　

平
成
29
年
度
予
算
は
、
５
つ

の
柱
を
立
て
て
編
成
さ
れ
ま
し
た

が
、
特
に
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え

る
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

１
つ
目
の
柱
で
あ
る
地
震
・

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
で
は
、
市

庁
舎
の
免
震
改
修
工
事
を
昨
年
６

月
に
完
了
し
、
全
て
の
公
共
施
設

の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま

た
、
準
用
河
川
二
和
川
整
備
事
業

に
着
手
し
、
第
１
期
の
バ
イ
パ
ス

工
事
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
つ
目
の
柱
で
あ
る
子
育
て
世

代
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
で
は
、

４
年
連
続
し
て
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

継
続
し
た
ほ
か
、
五
本
松
小
学
校

に
新
た
な
校
舎
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

３
つ
目
の
柱
で
あ
る
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
で

は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

４
つ
目
の
柱
で
あ
る
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
緑
あ
ふ
れ
る
街

づ
く
り
で
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
鎌

ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
20
周
年
記
念
事

業
を
実
施
し
た
ほ
か
、
東
道
野
辺

ふ
れ
あ
い
の
森
の
用
地
取
得
等
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

５
つ
目
の
柱
で
あ
る
に
ぎ
わ
い

の
創
出
と
未
来
を
見
据
え
た
街
づ

く
り
で
は
、
新
京
成
線
の
津
田
沼

方
面
の
高
架
化
を
完
成
さ
せ
、
交

通
渋
滞
の
緩
和
に
向
け
一
歩
前
進

し
て
い
ま
す
。

〈
歳　

入
〉

問　

不
納
欠
損
を
防
ぐ
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

滞
納
者
へ
の
接
触
を
強
化
し
、

早
い
時
期
に
詳
細
な
実
態
調
査
を

進
め
、
換
価
価
値
の
あ
る
財
産
が

判
明
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
滞

納
処
分
を
行
い
、
不
納
欠
損
の
縮

減
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
で
、
破
産
や
病
気
等
で
財

産
が
処
分
さ
れ
、
生
活
困
窮
に
陥

っ
た
方
に
対
し
て
は
執
行
停
止
を

行
う
と
い
っ
た
、
め
り
張
り
の
あ

る
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
歳　

出
〉

問　

教
育
長
が
就
任
し
て
か
ら
３

年
間
の
、
教
育
目
標
と
成
果
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

教
育
目
標
に
掲
げ
た
の
は
、

教
員
の
資
質
の
向
上
、
子
供
の
学

力
の
向
上
、
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
の

３
点
で
す
。
こ
れ
ら
の
目
標
に
対

し
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
し
て
、

指
導
主
事
や
心
理
発
達
相
談
員
を

増
員
し
、
教
員
に
対
す
る
指
導
を

充
実
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市

独
自
の
学
力
調
査
や
国
の
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
実
施
に
よ
り
、

子
供
た
ち
の
学
力
向
上
に
も
一
定

の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
に
関
し
て

は
、
鎌
ケ
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
を
策
定
し
、
行
政
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
し
て
取
り
組

む
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

答　

平
成
24
年
５
月
に
広
島
県
福

山
市
で
発
生
し
た
ホ
テ
ル
火
災
や

平
成
25
年
２
月
に
長
崎
県
長
崎
市

で
発
生
し
た
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火
災
で
は
多
く
の

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
い
ず
れ
の

施
設
に
も
重
大
な
消
防
法
令
違
反

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
不
特
定
多
数
の
方

が
利
用
す
る
宿
泊
施
設
、
ま
た
は

１
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
が
利
用
す
る
社
会
福
祉
施
設
な

ど
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
被

害
が
甚
大
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、

国
で
は
重
大
な
消
防
法
令
違
反
の

あ
る
防
火
対
象
物
に
対
し
て
新
た

な
公
表
制
度
を
市
町
村
条
例
に
規

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
な

ど
の
防
火
安
全
を
図
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

対
応
と
し
て
学
校
近
隣
の
テ
ナ
ン

ト
を
活
用
し
、
平
成
30
年
１
月
よ

り
既
存
施
設
と
合
わ
せ
て
２
ク
ラ

ブ
体
制
で
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
テ
ナ
ン
ト
を
活
用
し
た
施

設
は
、
学
校
敷
地
外
に
あ
る
た
め

施
設
ま
で
の
移
動
の
安
全
の
確
保

や
学
校
の
校
庭
を
活
用
し
た
外
遊

び
の
時
間
が
少
な
い
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
の
健
全
な
育
成
、
安
全
性
、

利
便
性
を
考
慮
し
ま
す
と
学
校
敷

地
内
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
保
護
者
の
希
望
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
学
校
敷
地
内
の
整

備
に
つ
い
て
の
検
討
や
学
校
と
の

調
整
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校

と
の
協
議
が
整
い
、
施
設
建
設
中

の
対
応
と
し
て
暫
定
的
に
学
校
教

室
を
借
用
で
き
る
見
込
み
と
な
っ

た
た
め
、
既
存
施
設
を
解
体
し
、

新
た
に
２
階
建
て
の
施
設
を
整
備

す
る
た
め
、
五
本
松
小
学
校
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
工
事
設
計
委

託
等
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
19
号

問　

教
育
施
設
の
今
後
５
年
間
の

改
修
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

校
舎
外
壁
屋
上
防
水
改
修
工

事
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
に

道
野
辺
小
学
校
、
平
成
32
年
度
に

東
部
小
学
校
を
計
画
し
、
平
成
32

年
度
に
は
鎌
ケ
谷
中
学
校
校
舎
外

壁
屋
上
防
水
改
修
設
計
を
実
施
計

画
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
33
年
度
以
降
の
計
画
に
つ

い
て
は
、
外
壁
の
劣
化
度
、
築
年

数
、
前
回
改
修
履
歴
な
ど
を
参
考

に
し
、
改
修
の
優
先
順
位
を
決
め

て
い
く
予
定
で
す
が
、
中
で
も
前

回
の
改
修
か
ら
25
年
経
過
し
て
い

る
初
富
小
学
校
及
び
北
部
小
学
校

な
ど
が
対
象
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

○
議
案
第
５
号

問　

医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
に

つ
い
て
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答　

利
用
者
が
入
院
す
る
際
に
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
氏
名
、
連

絡
先
を
入
院
先
の
医
療
機
関
に
伝

え
る
よ
う
利
用
者
、
ま
た
は
そ
の

家
族
に
依
頼
す
る
こ
と
や
、
利
用

者
が
医
療
系
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望

す
る
場
合
に
は
同
意
を
得
た
上
で

主
治
医
の
医
師
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

交
付
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
者
が
退
院
後
の

在
宅
生
活
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で

き
る
よ
う
連
携
を
強
化
す
る
も
の

で
す
。

決

算

審

査

特

別

委

員

会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

委
員
長

佐　
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誠
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委
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長

石　

神　

市
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委
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子

委
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一
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津
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富
士
夫

平成30年９月定例会の審議結果一覧
議案番号等 件　　　　　　名 審 議 結 果
議案第１号 鎌ケ谷市個人情報保護条例及び鎌ケ谷市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第２号 鎌ケ谷市こども発達センター設置及び管理条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 鎌ケ谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第４号 鎌ケ谷市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め
る条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第５号
鎌ケ谷市指定介護予防支援事業者の指定の要件並びに指定介護予防支援
等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

原案可決 全会一致

議案第６号 鎌ケ谷市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第７号
鎌ケ谷市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決 全会一致

平成30年第１回臨時会の審議結果一覧
議案番号等 件　　　　　　名 審 議 結 果
議案第１号 平成30年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第２号 陸上競技場改修工事請負契約の締結について 同　　意 全会一致
議案第３号 土地の取得について 同　　意 全会一致

議案番号等 件　　　　　　名 審 議 結 果
議案第８号 鎌ケ谷市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第９号 平成30年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
議案第10号 平成30年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 賛成多数
議案第11号 平成30年度鎌ケ谷市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第12号 平成30年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第13号 平成30年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第14号 平成29年度鎌ケ谷市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 賛成多数
議案第15号 平成29年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 賛成多数
議案第16号 平成29年度鎌ケ谷市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致
議案第17号 平成29年度鎌ケ谷市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 賛成多数
議案第18号 平成29年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 賛成多数
議案第19号 鎌ケ谷市立第二中学校校舎外壁屋上防水改修工事請負変更契約の締結について 同　　意 全会一致
議案第20号 消防ポンプ自動車の購入について 同　　意 全会一致
議案第21号 鎌ケ谷市市道路線の認定及び廃止について 原案可決 全会一致
議案第22号 鎌ケ谷市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
陳情30-9-1 東海第二原発の運転期間延長を行わないことを求める意見書に関する陳情 継続審査 賛成多数

陳情29-9-1 住民の健康増進と2020東京オリンピック・パラリンピックにむけて受動喫煙防止条例の早期制定を求める陳情書 不 採 択 賛成少数

陳情29-9-2 千葉県受動喫煙防止条例の早期制定を求める意見書の提出を求める陳情 不 採 択 賛成少数
陳情29-9-4 鎌ケ谷市における、受動喫煙防止対策に関する陳情書 不 採 択 賛成少数
陳情29-9-5 鎌ケ谷市における、バランスのとれた受動喫煙防止対策に関する陳情 不 採 択 賛成少数


